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今
ま
で
は
、
年
金
記
録
の
訂
正

に
よ
り
年
金
が
増
額
し
た
場
合
で

も
、
時
効
消
滅
の
た
め
直
近
の
５

年
間
分
の
年
金
に
限
っ
て
支
払
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
年
金
時
効
特
例

法
の
成
立
に
よ
り
、
過
去
に
時
効

消
滅
し
た
分
も
含
め
て
全
期
間
さ

か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者

①
既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て

い
る
方

②
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

る
方

　

手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
豊
岡
社

会
保
険
事
務
所
ま
た
は
「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

老
後
に
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金

を
よ
り
多
く
受
給
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
の
た
め
に
、
付
加
年
金

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
月
の

国
民
年
金
保
険
料
に
付
加
保
険
料

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

付
加
年
金
を
加
算
し
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
付
加
年
金
保
険
料
は
、
国

民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額
が

所
得
税
や
市
県
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
ま

た
は
任
意
加
入
被
保
険
者

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
の
免

除
や
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
、
国

民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

▼
付
加
保
険
料

　

１
カ
月　

４
０
０
円

▼
付
加
年
金
額（
年
額
）

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

　

月
数（
下
記
参
照
）

年
金
時
効
特
例
法　
　
　

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る　
　

　
　
　
　
　
　

付
加
年
金

認
で
き
ま
す
。

（
老
齢
年
金
の

受
給
者
、
共
済

組
合
の
組
合
員

は
利
用
で
き
ま

せ
ん
）

　

国
民
年
金
の
第
１
号
や
第
３
号

の
被
保
険
者
な
ら
び
に
厚
生
年
金

の
被
保
険
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
自
身
の
年
金
加
入
記
録
が
確

年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

▼
手
続
き
の
流
れ

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
個
人
情
報

　

提
供
サ
ー
ビ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

　

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
年
金
加
入
記
録
の

確
認
は
こ
ち
ら
」↓「
年
金
個
人
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
へ
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
登
録

　

「
ご
利
用
登
録
」
の
画
面
で

「
基
礎
年
金
番
号
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

自
身
で
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド

（
お
客
様
設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
）
、

電
話
番
号
」
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

③
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の

発
行

　

社
会
保
険
庁
に
よ
る
本
人
確
認

の
後
、
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
（
自
身
で
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー

ド
と
は
異
な
り
ま
す
）
が
自
宅
に

郵
送
さ
れ
ま
す
。

※
申
込
み
か
ら
発
行
ま
で
２
〜
３

週
間
か
か
り
ま
す
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金
加
入

記
録
を
閲
覧

　

郵
送
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
、
申
込
み
時
に
登
録
し

た
お
客
様
設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
。

　

そ
の
場
で
年
金
加
入
記
録
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp/

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
９
月
８
日（
土
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
９
月
３
日（
月
）・　

日（
月
）・

１０

　

日（
火
）・　

日（
火
）

１８

２５

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０－

０
５－

１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３－

６
７
０
０－

１
１
６
５

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

■付加保険料を１０年間納付した場合

　付加保険料⇒４００円×１０年（１２０月）＝４８，０００円

　付加年金額⇒２００円×１０年（１２０月）＝２４，０００円（年額）

■付加年金を２年間受給すると

　２４，０００円（年額）×２年＝４８，０００円

（老齢基礎年金を繰上げ・繰下げ支給されている方は、付加年金も

同じ率で増減額されます）

　２年以上受給すると支払った付加保険料以上の付加年金を受け

取ることができます。

　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る

年
金
の
増
額
分
は
、
時
効
に

よ
り
消
滅
し
た
分
を
含
め
て
、

本
人
ま
た
は
遺
族
の
方
へ
全

額
が
支
払
わ
れ
ま
す
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シリーズ『みんなの力で命と暮らしを守る 
　　　　　　　　　　　　～防災計画が目指すもの』⑩ （最終回） 

　新潟県中越沖地震にみられるように、ここ最近、大規模な地震が発生しています。また、
風水害の被害も全国各地で見られます。このような自然災害が発生した場合、地域での対応
が大変重要になってきます。そこで今回は、シリーズ最終回として、地域にとって力強い味
方である自主防災組織について概略を説明します。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《問合せ》防災安全課防災係 

地域での災害に備えるために、みんなで自主防災組織に参加しょう！ 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
一

人
ひ
と
り
が
取
り
組
む
「
自
助
」、

地
域
住
民
な
ど
の
み
ん
な
が
協
働

し
て
支
え
合
う
「
共
助
」、
行
政
が

行
う
「
公
助
」
が
、
互
い
に
連
携

し
合
い
な
が
ら
力
を
発
揮
す
る
こ

と
の
大
切
さ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
災
害
発
生
時
に
は
、

行
政
の
力
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
と
自
ら
の
命

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
「
自
助
」・「
共
助
」

の
あ
り
方
が
大
変
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
か

け
が
え
の
な
い
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
災
害
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、

適
切
な
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
が
勝
手
に
行
動
を

し
て
い
た
の
で
は
、
最
大
の
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
団

結
し
て
、
組
織
的
に
行
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
然
災
害
に
対
し
て

最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
自
主
防
災
組
織
と
は
、

そ
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
備
え

る
た
め
、
自
発
的
に
地
域
住
民
同

士
が
協
働
し
て
、
地
域
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
防
災
組
織
な
の
で
す
。

①
楽
し
く
参
加
で
き
る
こ
と

②
政
治
や
宗
教
色
抜
き
で
あ
る
こ

　

と
③
活
動
目
標
や
内
容
が
明
確
・
適

　

切
で
あ
る
こ
と

■
平
常
時

①
防
災
知
識
の
普
及
…
防
災
学
習
、

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
地
域
の

防
災
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
の

作
成
等

②
地
域
の
災
害
危
険
箇
所
の
把
握

　

…
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等

③
防
災
訓
練
…
初
期
消
火
訓
練
等

④
火
気
使
用
設
備
器
具
等
の
点
検

　

…
ガ
ス
器
具
点
検
等

⑤
防
災
資
機
材
等
の
備
蓄

⑥
要
援
護
者
情
報
の
把
握

■
災
害
時

れ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
に
対
し

て
、
活
動
に
必
要
な
資
機
材
の
整

備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
資
機
材
購
入
経

費
の
２
分
の
１
を
市
が
助
成
す
る

も
の
で
、　

万
円
以
上
の
資
機
材

１０

を
購
入
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
上

限　

万
円
ま
で
の
助
成
（
小
型
動

２０
力
ポ
ン
プ
は
上
限　

万
円
）
を
行

５０

う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
補
助
を
受
け
る
に
あ

た
っ
て
は
、
自
主
防
災
組
織
規
約

の
作
成
や
防
災
訓
練
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
防
災
意
識
の

向
上
と
災
害
対
応
能
力
の
向
上
に

役
立
て
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制

度
を
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
防
災
力
は
、
そ
こ
に
住

む
住
民
一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
う

こ
と
で
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
助

け
合
い
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
全
体
で
の
自
主
防
災
活
動
の

第
一
歩
と
な
る
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
ん
な
で
自
主
防
災
組

織
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
の

　
　
　

主
な
活
動
内
容

大
切
な「
自
助
」と「
共
助
」

自
主
防
災
組
織
と
は

自
主
防
災
活
動
の
３
原
則

　

市
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に
掲

げ
る
「
減
災
」
の
視
点
か
ら
、
共

助
の
主
役
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

自
主
防
災
組
織
資
機
材

整
備
事
業
補
助
金

お
わ
り
に

阪神・淡路大震災 
閉じこめられた家屋からの脱出 

自力脱出 
80％ 

公的機関に 
よる救助 
5％ 

隣近所等の 
助け合い 
15％ 

資料提供：京都大学防災研究所  巨大災害研究 
　　　　　　　　　　センター長　河田惠昭さん 

地震発生からの時間経過と自主防災活動（例） 
時  間 
－ 

１～２分後 
３分後 

５分後 

～数日 

１０分後　 
～数時間 

地震発生 
揺れがおさまる 

避難生活 

・火災発見 
・倒壊家屋発見 
・負傷者発見 

・市に協力して避難所運営 

・消火班による初期消火活動 
・救出・救護班による救出活動 
・負傷者の応急救護や救護所への搬送 

・情報班による地域内の被害情報収集 
・市からの情報を住民へ正しく伝達 

・隣近所で助け合い 

状　　況 自主防災活動  
－ 
－ 


